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   2022年 8月 28日 

  中学生 vol.7 

いよいよ JOC 大会がやってきます。中体連での悔しい思いを胸に、３年生は小中学生ハンドボールライフの集大成の舞台です。 

３年生とは小学生の時から約５年間、共に戦ってきました。 

３年生のみんな、ハンドボールを始めた時のこと、その時の自分の気持ち覚えていますか？ 

その時の自分と今の自分を比べてどうですか？ハンドボールを始めたばかりの自分が、 

今の自分を見たらどう思うでしょうか？想像してみてください。 

「このお兄ちゃんすげー！」、「あのお姉ちゃんうまい！」、きっと、こう思うでしょう(^^) 

 

「原動力」 

GM は、この JOC 大会を３年生がどんな気持ちで臨むのか、そして引退する時にどんなことを思うのか、それを大事に思って

います。 

「ハンドボールをやってよかった」、「ハンドボールを続けたい」、そう思って欲しいのはもちろんですが、このハンドボールラ

イフが、これからのみんなの人生の「原動力」になってほしいと願っています。 

「原動力」とは何か。少しだけ GM の昔話をさせてください。 

GM は三条高校に入学してからハンドボールを始めました。 

小中学生の時は野球をやっていたので、三条高校に入学した時も、すぐに野球部のグラウンドにいきました。「明日から練習に

来いよ」と監督に言われた帰り道、ハンドボール部が外コートで練習していて、その練習を見た瞬間、体に”イナズマ”が走りま

した。 

「なんだこのスポーツ！」、ハンドボールに一目惚れ。すぐに野球部の監督に謝り、ハンドボール部へ入部、ここから２５年間、

ハンドボールを愛し続けている GM です     

GM の頃の三条高校は、ハンドボールを教えてくれる先生がいなくて、柏葉高校に勝ったり負けたりで、全道大会に出ても 1

回戦負けでした。「自分の代では全国にいく！」そう思い、キャプテンになった高校２年生の冬１月の選抜大会、柏葉に勝ち、全

道 1 回戦は紋別北高校でした。全国に行けると信じて戦った試合は、あっさり 1 回戦負け。 

「こんなはずじゃなかったのに・・・」悔しい気持ちと悲しい気持ちでいっぱいでしたが、すぐに春がきて、高校生活最後の

大会がやってきます。「落ち込んではいられない。」そう思い、とにかく練習しました。走って、走って、走って、とにかく勝ち

たい一心で練習していました。 

そして高校 3 年生になった 4 月、右足のすねを疲労骨折してしまいます。全治２ヶ月。ドクターには、最後の大会に間に合う

かどうかわからないと言われました。練習が出来ず、キャプテンとしても、選手としても責任を果たせない、とにかく苦しかっ

たです・・・ つづく 

保護者の皆様 

JOC としては初めてよつ葉アリーナで開催となります。今回は、９月 17 日（土）昼から会場設営・会議・公式練習、９月 18 日（日）試合と

なります。会場設営・当日の受付・オフィシャル・ビデオ撮影を保護者様にお願いしたく、とりまとめをしますので、よろしくお願いします。な

お、オフィシャルは柏葉高校にも依頼しています。 

JOC 前に、前期期末テストがやってきました。中学生にはこれまでのテスト結果を表にまとめたものに、中

正監督と横井 GM の熱いメッセージを添えて渡しました！勉強もハンドも頑張る！！ 


